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問合・申込  とよなか国際交流協会（指定管理者） ☎06-6843-4343 （水曜、年末年始を除く毎日、９:00～20:00） 

2/17（金）11:00～15:00 

ベトナムの旧正月を祝おう！ 

内容：ベトナム料理をつくりながら、

日本での暮らしなどの情報交換を

行う。 

対象：ベトナム人とその家族（小学

生以下無料）、30人 

参加費：500円 

要申込、先着順 

（日程と時間が

変わりました） 

2/25（土）10:00～12:00 

おまつり地球一周クラブ 

     ～韓国・朝鮮料理編 

内容：韓国出身の講師と一緒にチ

ヂミ・トックをつくる。 

対象：小・中学生、20人（保護者同

伴可） 

参加費：500円 

要申込、先着順 

 

 

3/4（土）13:00～15:00 

外国人のための茶道教室 

～お茶を通して日本文化を楽しむ 

内容：自分でお茶をたてて飲む（お

茶菓子付き） 

対象：外国人、6人 

参加費：300円 

要申込、先着順 

 

 

3/9（木）10:00～13:00 

世界を食べよう 

     ～ルーマニア編 

内容：ルーマニア出身のマリアさん

と、料理をつくって交流する。 

定員：12人 

参加費：1500円 

2月28日（火）までに要申込、先着

順 

(※参加費は記載がいものは無料、場所は、記載がないものはすべてとよなか国際交流センターです） 

「鬼だって巻きずし食べるんだ！」      池田凪沙（大阪府立桜塚高校２年生） 
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 ただいま、センターではより多くの市民の皆さんにセンターを

知っていただくための広報リニューアルプロジェクトを計画中で

す。 

 先日は第一弾として、新しいパ

ンフレットスタンドがやってきま

した。「センターにはたくさんの

情報があるけれど、この棚にこの

並べ方じゃあせっかく役に立つ情

報も埋もれてしまう…」という声

を受けて、冊子の全面が見えるス

タンドを選びました。 

 日本語交流活動の時間やランチ

タイム、持って帰って自宅でゆっ

くり…まずはその情報を来館され

た方が手に取って「読んでみよう

かな？」と思ってもらうためのレ

イアウトをまだまだ模索中です。皆様の新しいアイディア、大歓

迎です！ 

 そして、館内のレイアウト変更にあわせて、センターのホーム

ページに登録グループの紹介ページを新設予定です。 

 国際交流センターでは協会事業に関わる方だけでなく、登録グ

ループとして市民の方達が定期的に国際交流目的の活動をされて

います。なかには協会の設立よりも長い歴史をもっているグルー

プもあり、豊中市内の地域で活動されている方達がどんな思いで

活動を続けていらっしゃるのか、思い切ってインタビューさせて

いただいております。順次ホームページにアップしていきますの

で、そちらもお楽しみに！ 

  

 

 

 センターでは、毎

年確定申告の時期に

あわせて、税理士に

よる税金・確定申告

の個別相談会を開催

しています。通訳が

ありますので、気軽

にお申込みください

（予約制。1人20分

まで。通訳の言語：

英語、フィリピノ

語、中国語、韓国

語、タイ語、ベトナ

ム語、インドネシア

語、スペイン語、ポ

ルトガル語、ネパー

ル語） 

対象：外国人、6人

（要予約、先着順） 

外国人のための 

         確定申告相談会 

 協会では、2001年度より10年以上、「メディアリテラシー 

市民ゼミナール」講座に取り組んできました。テレビや新聞、

インターネットなどのメディアから、私たちは日々膨大な情報

を目にします。しかし、これらの情報は一つの「真実」を伝え

ているわけではありません。最近では、大手企業が運営するイ

ンターネットの「まとめサイト」にて、不確かな情報や不正に

入手された情報が掲載されたことが明らかになり、サイトは閉

鎖に追い込まれました。たくさんの情報を気軽に目にすること

ができる今、メディアからの情報を受ける側に、「情報を読み

解く力（メディア・リテラシー）」が必要とされています。 

 本講座では、「メディア・リテラシー」を初めて学ぶ方にも

わかりやすい内容で進めていきます。さらに、講座を一貫する

テーマとして、テレビ番組やCMの中で放送される「外国人」に

ついて、多様な視点から読み解いてきます。 

 

講師：田島知之さん（立命館大学非常勤講師） 

   登丸あすかさん（文京学院大学助教） 

参加費：500円、30人、要申込、先着順 

一時保育：2月6日までに要申込 

メディアリテラシー 

     入門講座 

センターの広報リニューアルプロジェクトをはじめます！ 

インタビューさせていただいた登録グループ

「自主中国語講座」の皆さん。春節の時期だっ

たので、お部屋も華やかです。 

順次、見やすいレイアウトを工夫していき

ます！ 
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年末年始に、不安になることが突然押

し寄せ、自分のふがいなさを思い知らさ

れる毎日です。日々の生活の中で決断し

なければいけないことがたくさんあり、

緊張の連続です。人間はいくつになって

も思わぬ経験をするたびに、気持ちを建

て直し、生きていかなくてはなりませ

ん。｢耐える｣という一番苦手なことが今

年の課題になりました。 

そんなとき、『ゆびさきの宇宙』福島

智・盲ろうを生きて（生井久美子著、岩

波書店）という本に出会いました。福島

智さんは、神戸市で生まれ4歳で右眼を摘

出、9歳で左の視力を失い、14歳で右耳

を、18歳で全ての聴力を奪われ「盲ろう

者」となりました。「無音漆黒の世界に

たった一人。地球からひきはがされ、果

てしない宇宙に放り出されたような、孤

独と不安に打ちのめされる」という状況

の中、指点字でコミュニケーションがと

れることに気づきます。盲ろうになっ

て、一番の苦痛は｢見えない、聞こえな

い｣ことそのものではなく、「人とコミュ

ニケーションができないこと」だったと

語る、福島さんにとって、指点字で通訳

してくれる仲間やボランティアの存在が

大学受験への道を拓いてくれました。盲

ろう者として初めて大学に入学し、大学

院に進み、そして、大学の教授になった

福島さんは、全てが先駆者としての役割

を担うことになります。盲ろう者の会を

立ち上げ、日本全国の盲ろう者のつどい

に駆けつけ、たくさんの仲間を励ましま

す。障害とは何なのか、経済活動の中で

の障害者の役割とは、など、多岐に渡っ

て自分の障害を研究し、言語化していき

ます。苦悩の中にも希望を見出し、より

よく生き続けようとする福島さんの言葉

が、体中に刺さります。 

著者の生井さんは福島さんのお母さ

ん、友人、パートナー、恩師、主治医か

らも話を聞きます。精神科の医師は、福

島さんのようなヒーロー、パイオニアが

精神的な健康を保つ上で重要なことは、

まず本人の周囲のサポートだ。本人を尊

重し、加護する存在が多重的多層的に

あったほうが良い。それがあれば、基本

的な人間関係への信頼が生まれ、希望を

持ち続けることができる。彼の治療にあ

たることは社会的な責任であり、間接的

に世界を変えることだと思うと語ってい

ます。通訳者の友人は、見えない人がい

るのに無視し、聞こえない人がいるのに

対応しないのは存在の否定だと思った

と、指点字や触手話による通訳の動機を

語ります。 

「生きることが最大の仕事」という福

島さんにとって、差別で特に深刻なの

は、「部屋を借りること」「就職や仕

事」「結婚」の三つだったと言います。

「心のバリア」と闘うときに一番しんど

いことは、差別を受けた方がバリアを乗

り越えるために、ずっと闘い続けなくて

はいけないということです。その過程で

人を信じられなくなったり、自信が持て

なくなったり、絶望したりしますが、そ

れを支えてくれるのが仲間です。 

冬の夜は長いです。しんしん冷えると

寂しさが増しますが、友人からの電話に

心の灯がともります。本の出版を知り、

何十年ぶりに連絡をくれた高校時代の友

人の活躍を聞き、まだまだしていないこ

とがたくさんあるなと思います。これか

ら、どんなことが起こるのか、少数者や

弱者を切り捨てる空気の中で、不安が募

ります。窮地に立った時、人間はどう切

り抜けていくのか、知りたいことがたく

さんあります。広い知識を持って、先行

きの可能性を考え、いろいろな人のこと

を気遣える、そんな人がたくさんいた

し、いるはずです。1月29日の今日は旧正

月です。亡くなった人たちを懐かしみ、

新しい命を慈しみ、気持ちを新たに生き

ていこうと思います。 

 

 

コラム   なんぢゃ・カンヂャ・言わせてもらえば（第94回） 

   「生きることが最大の仕事」  皇甫康子（ふぁんぼ・かんぢゃ） 

 『世界を食べよう』は外国人講師をお招きし、母国の料理を

一緒にわいわい楽しく作って食べる、おとな向けの異文化理解

プログラムです。今年度は「ベトナム編」「モロッコ編」を行

いました。ベトナム編では母国でシェフをしていたお母さんか

ら、簡単だけど本格的な味に仕上がるテクニックを教えてもら

い、モロッコ編では伝統的なクスクスの作り方や、日本ではあ

まり馴染みのないスパイスの使い方を教えてもらいました。講

師の方に直接教えてもらうことで、レシピを見て作るだけでは

わからないその国の料理や様々な文化の発見が毎回あります。 

 次回は3月9日（木）10～13時「ルーマニアの家庭料理」を作

ります。メニューは「ルーマニアのロールキャベツ(サワーク

リームを添えて…)、野菜スープ、な

すのサラダ、バゲット、フルーツケー

キ、ハーブティー」の予定です。参加

費1,500円。講師の方と楽しく料理を

しながら、異文化交流の扉をたたいて

みませんか？ 

1月28日(土)の夜、当センターにおいて、フィリピン・セブ在住で

学生時代から教育や貧困問題に関わって支援活動をしておられる

Emalyn Magdaasal Aliviano（エマリーン）さんを迎えて、フィリピ

ンの社会課題とそこで活動する人たちの現状について学びました。エ

マリーンさんはフィリピンの行政や

企業が行う総合施設建設やリゾート

開発等の裏側で、立退きや生活放棄

をせざるを得ない状況に追い込ま

れ、周縁化する人々への支援の闘い

とその必要性の啓発活動と支援者を

増やすための、しなやかで逞しい活

動の様子について語られました。こ

のような課題は、私たちが住む日本

社会と無縁ではなく、課題を共有す

ることと、何ができるかを考える必

要性を強く感じさせられました。 

フィリピン活動家から学ぶ『移住・労
働・貧困』、この「自由」な世界の中で 

「世界を食べよう」 

ルーマニア編を開催します！ 
ご報告 

モロッコ編のようす 
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【お問合せ】 TEL 06-6843-4343 FAX 06-6843-4375 
とよなか国際交流協会（指定管理者）   
 

開館時間：午前9時～午後9時30分／業務受付時間：午前9時～午後8時 休館日：毎週水曜日、年末年始 

アクセス：阪急宝塚線「豊中」駅から徒歩1分（阪急梅田駅から急行で11分） 

     地下3階に有料駐車場有り（210台）、1階に有料駐輪場あり（自転車・バイク） 
 

編集・発行 公益財団法人とよなか国際交流協会（とよなか国際交流センター指定管理者） 

〒560-0026 大阪府豊中市玉井町1-1-1-601 とよなか国際交流センター 

E-mail: atoms@a.zaq.jp http://www.a-atoms.info 
●アクセス：阪急宝塚線「豊中」駅から徒歩1分 

とよなか国際交流センターの事業について 

施設管理に関する業務 ： 貸室について 

★駅前で便利！★ 会議やイベントにぜひご利用下さい。 

センター貸室使用申込み…受付時間：開館日の午前9時から午後8時まで 

会議室、料理室、音楽・健康づくりルーム、和室、プレイルーム、ギャラリーを初め

てご使用になる場合は、事前の登録が必要になりますので、お問合せ下さい。   

定例事業（以下すべて参加費は無料です） 

国際交流に関する情報の収集および提供事業 

センター内の「ふれあい交流サロン」にて、子ども、おとな向けの書籍をお
借りいただけます（多言語絵本もあります）。また、様々な媒体で定期的
に日本語、多言語で情報発信を行っています。 

国際理解推進事業 

子ども、おとなを対象とした多文化共生・国際理解の勉強会を随時
行っています。（「おまつり地球一周クラブ」「市民セミナー」「世界を食べ
よう」「多文化・多言語セミナー」等） 

在住外国人に対する支援事業 

「子ども母語」 第2・4日曜日10:00～12:00 

・母語学習（中国語・スペイン語・ポルトガル語・タイ語）を通じて仲間
づくり、居場所づくりをしています。幼児・小学生・中学生・高校生が
参加しています。スタッフも外国にルーツをもつ学生です。 

「学習支援サンプレイス」日曜日13:00～15:00※第1日曜除く 

・日本語と学習支援の活動を通じて子どもたちの居場所づくりをしてい
ます。小学生・中学生・高校生が参加しています。ボランティアは大学
生で、外国にルーツをもつ大学生ボランティアも多数参加しています。  

「多文化保育にこにこ」 木曜日13:30～15:30 、金曜日10:30～12:00 

・外国にルーツを持つ就学前の子どもたちが、さまざまな人と出会い、
社会性を身につけるばづくりをしています。 他・・・ 

在住外国人に対する相談事業 

夫婦関係DV、在留資格、行政手続き、医療、労働、教育、子育て、人
間関係等、何でも相談できます。面談でも、電話でもOK。秘密厳守！ 

毎週金曜日11：00～16：00 (電話06-6843-4343) 

対応言語：フィリピノ語・タイ語・中国語・韓国朝鮮語・スペイン語・イン
ドネシア語・ベトナム語・英語・ネパール語・ポルトガル語・日本語 

国際交流活動への住民の参加促進事業 

留学生ホストファミリー事業ほか、日本語交流活動にも数多くの市民
がボランティアとして参加しています。 

日本語交流活動 

「もっともっとつかえるにほんご」 月曜日10：00～12：00        
「とよなかにほんご・木ひる」 木曜日13：30～15：30（保育活動あり）         
「とよなかにほんご・金あさ」 金曜日10：30～12：00（保育活動あり）         
「にちようがちゃがちゃだん」 日曜日10:00～12:00※第１日曜除く 

地域の外国人とボランティアが出会い、日本語交流を通じて生活に
必要な日本語を学び、豊かな人間関係を築く場をつくっています。 

「おかまち・おやこでにほんご」（場所：岡町図書館）           
「しょうない・おやこでにほんご」（場所：庄内図書館）                  
「せんり・おやこでにほんご」（場所：千里図書館）           
火曜日10:00～12:00 

乳幼児を抱えて家にこもりがちな外国人女性が子どもを連れて安心
して集い、交流・情報交換ができるママ友づくりの場を図書館の協力
のもとで実施しています。運営ボランティアも子育て中の女性です。 

・・・・その他、市民参加型のイベントや人権や多文化共生に関する講座、対

話の場なども実施しています。また、ボランティアについてのお問合せや国際交

流団体の運営相談にも随時対応しております。お気軽にお問合せ下さい。 

☺国際交流の活動を応援します！☺ 

登録グループ制度についてのご案内 

 

 

 

 とよなか国際交流センターでは「登

録グループ制度」を設置し、国際交流

の活動に組織的かつ継続的に取り組

む方々の自主的な活動推進のための

支援を行っています。 

 登録グループへの支援内容（一部） 
・国際交流目的で貸室を毎月2コマ
（午前・午後・夜間のいずれか1室につ
き1コマ）まで無料で使用できます。 

・センター内の掲示板で情報提供でき
ます 
・印刷機が無料で使用できます（紙は 
要持ち込み） 

 
 
 
 
・センター内のロッカーが無料で利用  
できます。  ・・・など 
 その他、登録グループになるための

要件、登録後の役割等については

「登録グループ制度要項」に詳細に記

載しています。豊中市のウェブサイト

からもダウンロードできますので、ご

関心のある方はご覧下さい。https://

www.city.toyonaka.osaka.jp/

jinken_gakushu/kokusai/

tourokuguru-pu.html  

 もしくは、当センターの受付でも入手

可能ですので、お問合せ下さい。 

☺「登録グループ活動紹介」の冊子をセンター受付にて無料配布中です☺

Facebookほぼ毎日更新中！「公益財団法人とよなか国際交流協会」で検


